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高次脳機能障害の広報紙「シナプス」第1号を刊行します。　　（平成21年6月1日）
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ご感想やご意見、こんなコーナーが欲しい、ご質問・ご相談などなんでも、次のお問い合わせ先まで、ご連絡ください。新規に購読を希望される方や団体も随時、募集していますのでご「購読希望」と（できるだけメールで）お申し込み願います。








シナプスとは、ヒトの脳にある数百億個もの神経細胞を結びつける接合装置のようなものです。私たちの持つ脳は、シナプスを介して神経細胞のネットワークをつくり脳の複雑な働きを実現しています。この情報誌「シナプス」が契機となって、様々な経験や思い、知識・技術を持つ皆様の接合装置として、支援と連携のネットワークをつくって行くことができたらと願っています。








「シナプス」は、皆さんのご意見やご要望に応じて、自由に構成を変え、発行していく情報紙です。年に4回程度（反響があればもっと！）、発行していく予定です。


ご感想やご意見、こんなコーナーが欲しい、ご質問・ご相談などなんでも、次のお問い合わせ先まで、ご連絡ください。


配信・送付を希望される方や、講師派遣を希望される団体等は、宛先、名称、希望内容等を明記の上、（できるだけメールで）申し込んでください。





はじめに　～


皆さんも存知でしょうが、高次脳機能障害とは、病気や事故などで脳が損傷されたために、思考・記憶・行為・情動・注意などに障がいが起きるものです。当事者も、家族も、周囲の人も、医療機関でさえも気付きにくい障がいであり、福祉などの支援を受けにくいことから、隠れた障がい、はざまの障がいとも呼ばれています。


このたび、宮崎県身体障害者相談センター（高次脳機能障害総合相談支援拠点機関）では、高次脳機能障害に関する正しい知識の普及と、当事者や家族の皆様や、現に支援活動に取り組んでいらっしゃる皆様と、ともに考え、情報を共有し合える場として、情報紙「シナプス」を発刊することとなりました。





●お問い合わせ先：宮崎県身体障害者相談センター（高次脳機能障害総合相談・支援拠点機関）


    ・住所：宮崎県宮崎郡清武町大字木原5719-2　・TEL:0985-85-3388) 


・FAX:0985-84-0223    ・E-mail：� HYPERLINK "mailto:shintaishogaisha-sodan-c@pref.miyazaki.lg.jp" ��shintaishogaisha-sodan-c@pref.miyazaki.lg.jp�


・担当：満尾、落合








★トピックス：高次脳機能障がい者支援推進連絡調整会議が開催されました　★





★5月22日（金）、県庁の会議室で、宮崎大学医学部整形外科の帖佐悦男教授を座長に、障がい者施設や県医師会などの各種団体、介護・地域支援施設、医療専門職、就労支援機関など高次脳機能障害者への支援に欠かせない幅広い団体から約20名ほどが参加して、熱心な討議を行いました。











この会議は、様々な団体の実務者の方を委員として、より実態に応じた事業を検討し、提案していくことにしています。この日は、支援拠点機関としての年間計画をはじめ、高次脳機能障害に対応できる施設のリストや、利用できるサービスの手引きなどについて協議しました。医療機関の部会を結成していくことにもなりました。





●6月8日（月）、午後7時から、県医師会との共催で、宮崎県医師会館で医師を対象とした高次脳機能障害講演会を開催します。講師は、鹿児島大学医学部大学院保健学研究科の


浜田博文教授。演題は「高次脳機能障害の診断とリハビリテーション」です。テレビ会議システムで各地区医師会でも視聴できます。


●6月１６日（火）、午後１時30分から、日向市中央公民館で開催される日向市地域ネットワーク支援会議において、当センター職員が高次脳機能障害に関する講演を行います。


●7月　トピックスで御紹介しました高次脳機能障害の治療や入所・通所が可能な施設の


リストと、各種サービスの利用の手引きを関係団体の皆様に順次お届けする予定です。





★　相談にのるツボ　～　支援者が気をつけたい様々なこと　★





●もう一度、もう、ひとこと！


障がい者や家族の方からの様々な相談を受けて、完璧（？）な助言などをし、それからは相談がなかった、、、めでたし・目出度し　～





なんてことはないですか？ちょっと待ってください。それは大きな間違いかもしれません。


当事者の方や御家族とお話をしてみて強く感じることは、疎外感や喪失感です。退院時、地域での活動を始めたとき、復職・復学時等、高次脳機能障害に特徴的な情動障害（性格変化）の影響や、他の障がいと違って外見からはわかりにくい障がいであることなどから、目に見える重い障がいの方とは違った悩み・苦しみを持っていらっしゃいます。もしかしたら単なる慰めの言葉や正しそうなことは聞き飽きてさえいるのかも・・・


ですから、一度きりの対応で終わらずにもう一度、相手の方の気持ちにより添って連絡を取ってみてください。そこからが本当に相談にのることなのかもしれません。





★　教えて！こうじのう　～　ご質問への回答や新しい情報　★





●相談すると、なぜ、必ず診断を受けるように勧めるの？


相談された方に診断を受けることをお勧めするのは、


・診断結果に基づき、理学療法・作業療法・言語聴覚療法・心理療法な切に





どを組み合わせる事によって、より効果的なリハビリ計画が立てられること。


・自立支援法などの福祉サービスが受けられること。


・職業準備支援や職業紹介など就労に関する支援が受けられること。


・交通事故の場合の自賠責保険による補償や、労働災害補償など、身体障害者手帳等の障害認定とは違った基準での補償を受けられる可能性があること。


高次脳機能障害はリハビリ等による改善率（治癒ではありません）が７０％程度との報告もあるように他の障害と比較してより改善が望める可能性がありますし、各種の障害者手帳がなくても利用できる福祉的なサービスや補償制度があるからです。








 





★　お知らせ　：　これからの主な予定　★





ご感想やご意見、こんなコーナーが欲しい、ご質問・ご相談などなんでも、次のお問い合わせ先まで、ご連絡ください。新規に購読を希望される方や団体も随時、募集していますのでご「購読希望」と（できるだけメールで）お申し込み願います。








～　「シナプス」発刊にあたって　～


このたび、宮崎県身体障害者相談センターでは、高次脳機能障害に関する正しい知識の普及と、当事者・家族の皆様や、現に支援活動に取り組んでいらっしゃる皆様と、ともに考え、情報を共有し合える場として、情報紙「シナプス」を刊行することとなりました。











●　一口メモ：高次脳機能障害とは、病気や事故などで脳が損傷されたために、記憶・行為・情動・注意などに障がいが起きるものです。本人も周囲も気付きにくい障がいであり、福祉などの支援を受けにくいことから、隠れた障がい、はざまの障がいとも呼ばれています。　●





●　一口メモ：宮崎県では、医学的な支援・研究を行う医学的支援・研究拠点機関（宮崎大学医学部）と、当事者（家族）や関係機関の皆様への相談対応や普及啓発、研修などを行う総合相談・支援拠点機関（宮崎県身体障害者相談センター）が両輪となって、関係機関等との連携を図りながら、高次脳機能障害への対策を進めていくこととしています。　●


 








